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 チェック項目 はい いいえ 
どちらとも

いえない 
ご意見 ご意見に対する返答 

① 

利用希望者に対して、職員の配置数は適切で

あるか。 

3 0 0 

一回の訪問に対し1名は適切と思うので

すが保育士だけの目線からの訪問支援の

みではなく、当事業者の特色であるセラ

ピストによる支援というところを考えた

ときにもう少しセラピストの配置数を増

やすことが適切な支援提供につながるの

ではないかと思います。 

 

来年度の配置を見直したり、セラピスト

が訪問支援に出ることが出来るよう調整

してまいります。 

② 

業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目

標設定と振り返り）に広く職員が参加してい

るか。 

3 0 0 

自分自身は参加はしていても理解や共有

が追いついていないと感じています。 

 

会議を行った際には会議録を残しており

ますのでご確認ください。 

③ 

保護者向けの評価表により、保護者の意向等

を把握する機会を設けており、その内容を業

務改善につなげているか。 

3 0 0 

  

④ 
従業員の意見等を把握する機会を設けてお

り、その内容を業務改善につなげているか。 
3 0 0 

  

⑤ 

保護者向け評価表を活用することにより、ア

ンケート調査を実施して保護者の意向を把握

し、業務改善につなげているか。 

3 0 0 

  

⑥ 

職員の資質の向上を図るために、研修を受講

する機会や法人内等で研修を開催する機会が

確保されているか。 

3 0 0 

  



⑦ 

個々のこどもに対してアセスメントを適切に

行い、こどもと保護者のニーズや課題を客観

的に分析した上で、保育所等訪問支援計画を

作成しているか。 

3 0 0 

  

⑧ 

保育所等訪問支援計画を作成する際には児童

発達支援管理責任者だけでなく、こどもの支

援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの

最善の利益を考慮した検討が行われている

か。 

3 0 0 

訪問ごとに共有を行い共通理解を図るよ

う努めています。 

 

今後も訪問ごとに丁寧に共有出来るよう

職員で共通認識してまいります。 

⑨ 

保育所等訪問支援計画を作成する際には、訪

問先施設の担当者等と連携し、訪問先施設や

担当等の意向を盛り込んでいるか。 

3 0 0 

  

⑩ 
保育所等訪問支援計画が職員間に共有され、

計画に沿った支援が行われているか。 
2 1 0 

  

⑪ 

こどもの適応行動の状況を、標準化されたツ

ールを用いたフォーマルなアセスメントや、

日々の行動観察なども含むインフォーマルな

アセスメントを使用する等により確認してい

るか。 

3 0 0 

  

⑫ 

保育所等訪問支援計画には、保育所等訪問支

援ガイドラインの「保育所等訪問支援の具体

的内容」も踏まえながら、具体的な支援内容

が設定されているか。 

3 0 0 

  

⑬ 

支援終了後には、職員間で必ず打ち合わせを

行い、その日行われた支援の振り返りを行い、

気付いた点等を共有しているか。 

2 1 0 

社内の振り返りで共有を行ったり、職員

間で個別に共有を行っているが毎回担当

者全員が揃って共有はできていない.。 

支援後は担当全員で打ち合わせ共有出来

るよう調整してまいります。 

⑭ 
保育所等訪問支援を実施する際、訪問先の支

援手法を尊重して支援を行っているか。 
3 0 0 

  

⑮ 
毎回の支援に関して、記録を取ることを徹底

し、支援の検証・改善につなげているか。 
3 0 0 

  



⑯ 

定期的に保護者や訪問先の意向の確認やモニ

タリングを行い、保育所等訪問支援計画の見

直しの必要性を判断し、適正な見直しを行っ

ているか。 

3 0 0 

  

⑰ 

障害児相談支援事業所のサービス担当者会議

や関係機関との会議に、そのこどもの状況を

よく理解したものが参画しているか。 

3 0 0 

  

⑱ 

地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、

障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携し

て支援を行う体制を整えているか。 

3 0 0 

  

⑲ 

（自立支援）協議会こども部会や地域の子ど

も・子育て会議等への積極的に参加している

か。 
1 2 0 

保育所等訪問支援としての部会参加はま

だないのではないかという認識です。 

まだ保育所等訪問支援専用の自立支援協

議会がない。 

今後保育所等訪問支援としての自立支援

協議会があった際には参加させていただ

く予定です。 

⑳ 

日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、

こどもの発達の状況や課題について共通理解

を持っているか。 
2 1 0 

毎回の記録で保護者と共有させていただ

いているが、中には一度も記録を確認さ

れていない保護者もおり、定期的な確認

のお願いが必要。 

確認されていない保護者様には確認いた

だくようご連絡させていただく等共通理

解してまいります。 

㉑ 
運営規程、利用者負担等について丁寧な説明

を行っているか。 
3 0 0 

  

㉒ 
訪問先施設に対し、事業の趣旨や訪問支援の

目的等について適当に説明を行っているか。 
3 0 0 

  

㉓ 
保育所等訪問支援計画はこどもや保護者のご

意見を踏まえて作成されているか。 
3 0 0 

  

㉔ 
わかりやすい「保育所等訪問支援計画」を作

成し、保護者から同意を得ているか。 
3 0 0 

  

㉕ 

定期的に、家族等から子育ての悩み等に対す

る相談に適切に応じ、必要な助言と支援を行

っているか。 

3 0 0 

  

㉖ 
個人情報の取扱いに十分留意しているか。 

3 0 0 
  



㉗ 

訪問支援に加え、訪問先からの相談等に適切

に応じる体制を整え、必要な話し合いや助

言・支援を行っているか。 

2 1 0 

  

㉘ 

ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止

に向けた方策について検討しているか。 2 1 0 

スタート時からヒヤリハット案件がな

く、未作成である。 

 

今後ヒヤリハット案件があった際には作

成して職員間で共有させていただきま

す。 

㉙ 
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保

する等、適切な対応をしていますか。 
3 0 0 

  

㉚ 

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行う

かについて、組織的に決定し、こどもや保護

者に事前に十分に説明し、了解を得たうえで、

支援計画に記載していますか。 

2 1 0 

保育所等訪問支援での計画書に身体拘束

を行う可能性のある児童は現在いないた

め記載なし。 

今後身体拘束を行う可能性がある児童を

支援する際には保護者様に同意をいただ

いた上で個別支援計画書に記載させてい

ただきます。 

特定非営利活動法人 北海道こども発達研究センター樽川 


